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七つの秘跡の学習も、六つ目の叙階の秘跡に入り、６月と８月の２

回に分けて学びます。６月は神学的な説明の部分でした。参加者から

次の質問がありました。�プロテスタント教会には〈万人祭司〉とい

う言葉がありますが、カトリック教会の教えとどう違うのでしょう

か�。言葉の違いはありますが、カトリック教会の教えにも同じ考え

方があります。

信者の全共同体がそれ自体として祭司的団体です。信者は祭司、

預言者、王であるキリストの使命にそれぞれの召し出しに応じ

て参与し、洗礼による祭司職を果たします。(1546番)

これが�すべての信者の共通祭司職�(1547番)と呼ばれるものです。

プロテスタント教会と異なるのは、職位的祭司職である司教・司祭・

助祭があることです。それぞれの役割は明確です。

信者の共通祭司職は洗礼の恵みから発出する、信仰・希望・愛

の生活、霊による生活の中で実現されるものですが、職位的祭

司職は共通祭司職に奉仕し、すべてのキリスト者の洗礼の恵み

の展開を助けるものであり、キリストがたえずご自分の教会を

築き導くために用いられる手段の一つです。(1547番)

あくまでも信者に奉仕するのが職位的祭司職の役目です。

叙階の秘跡は�聖なる権能�を与えますが、これはキリストの

権能にほかなりません。したがって、その権威は、愛によって

一番低い者となり、皆に仕える者となられたキリストの模範に

従って行使されるべきです。(1551番)

叙階の秘跡の充満である司教、その司教の協力者である司祭、司教

と司祭を補佐する助祭、それぞれが任せられた奉仕をすることで教会

は成り立っています。その役割は�全教会の名によって�果たされる

のです。

教会の役務者は、単に頭であるキリストを代表する務めを信者

共同体に対して果たすだけではなく、教会の祈りを神にささげ

るとき、とくにエウカリスチアのいけにえをささげるときには、

全教会の名で行動します。(1552番)

(文 酒井俊弘補佐司教)
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５月25日(土)13時 会場は大阪高松大司教区本

部１階。参加者は対面67人・オンライン80人

(東京〜鹿児島まで)計147人

数班に分かれて分かち合い、祈りの集い

で気持ちも新たに。
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シンポジウム
｢主よ、いつまでですか｣

大阪高松教会管区部落差別人権活動センター主催

６月29日、サクラ ファミリア聖堂にて、シンポジウム�主よ、いつまでで

すか�が開かれました。講師に�袴
はかま

田
た

事件�の再審公判補佐人である姉・袴

田秀子さんと、無実の死刑囚・袴田巌さんを救う会副代表の門間幸枝さんをお

迎えしました。センター長の奥村豊神父が司会進行、担当司教の大塚喜直司教

があいさつし、約60名が参加しました。袴田巌さんは、1966年６月、静岡県清

水区のみそ製造会社の専務一家が殺された事件において逮捕・起訴され、その

�無実の死刑囚・パウロ袴田巌獄中書簡�より

後、死刑が確定しました。獄中から�無実�を訴え、

40年以上に渡り再審・裁判のやり直しを求めてきまし

た。今回のシンポジウムは、再審判決(９月26日)の近

い今、一人でも多くの人に関心を持っていただけるよ

うにと願い企画されました。秀子さんのお話では、こ

れまで弟・巌さんが�人間らしく生きる�ことを求め

てきたという、切実な想いが伝えられました。門間さ

んのお話では、一人ひとりに出来ることがある、署

名・学び・身近な人と話すこと、そして�請願権�が

憲法(第16条)で保障されていることなどを教えられま

した。私たちは誰でも冤罪の被害者にも加害者にもな

り得ます。巌さんに起こった出来事を知り、�冤
えん

罪
ざい

�

を作り出さないために、人を人として大切にする�基

本的人権の尊重�という意識を、社会と一人ひとりの

中に育てることの大切さも実感する学びとなりました。

カトリック和歌山紀北教会 深堀安希子
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部落差別人権委員会担当として 長崎 壮神父

当委員会は部落差別のみに限らず、社会におけるあらゆる差別についてともに考え、行

動することを通して社会を福音化していくための委員会であり、担当者として講演者を

招いてのシンポジウムや対話集会の開催、フィールドワークの企画やたよりの刊行など

の啓発活動を企画・実施しています。
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信仰養成連続講座◆カテキ

ズムの第２編�キリスト教

の神秘を祝う�

日時 ８月はお休み

講師 酒井俊弘補佐司教

場所 サクラ ファミリア

/YouTube配信あり

主催 使徒職養成委員会

問 ☎06-6941-9700

講座 本田哲郎神父◆小さ

くされた人々のための福音

日時 第３(金)10:00

場所 神戸学生青年センター

参加費 ￥1,000

主催 神戸国際支縁機構

問 岩村 ☎070-5045-7127

講 座・研 修 会

教 区 委 員 会 主 催

夙川教会

日時 ９/１(日)〜９/22(日)

４回 14:00〜15:30

参加費 ￥5,000(２名)

問 ☎0798-22-1649

六甲教会

日時 ９/１(日)〜９/22(日)

４回 14:00〜16:00

参加費 ￥5,000(２名)

問 ☎078-851-2846

renraku@rokko-catholic.jp

※事前要問合せ(年２回)

結 婚 準 備 講 座

８月司教予定
・８/４ たかとり教会(✝S)

・８/５〜６

平和旬間(広島)(✝M・✝S)

・８/９ 平和旬間(長崎)(✝S)

・８/10〜17

ショファイユの幼きイエズス

修道会 黙想指導(✝S）

・８/11・12

青年と子どもの錬成会(✝M)

・８/11

全国カトリックキャンポリー

(淡路島)(✝M)

✝Ｍ＝前田万葉大司教
✝Ｓ＝酒井俊弘補佐司教

@iris.eonet.ne.jp

手話に興味をお持ちの方へ

◆聞こえない人も聞こえる

人もボランティア会の見学

にいらしてください

内容 聖書の手話表現･教区活

動への手話通訳者派遣

※手話講習会ではあ

りません

日時 第１･３･５(水)

10:00〜14:00

８月はお休み

場所 姫里集会所

主催 教区聴覚障がい者ボ

ランティア会

問 障がい者委員会

dis@ostk.catholic.jp

マザー･テレサ共労者の集い

◆大阪梅田教会

日時 第１(土)14:00

８月はお休み

問 高塚 ☎06-6921-0693

◆加古川教会

日時 第３(火)13:00〜14:30

８月はお休み

問 森田 ☎079-426-5704

時
報
掲
載
記
事
の

時
報
掲
載
記
事
の

ア
イ
デ
ア
募
集

ア
イ
デ
ア
募
集

※詳細は各主催者へ直接お問い合わせください。

ヨハネ１・46

聞かせてください 神さま

と出会った時のこと〜エマ

オへの道で〜◆大阪高松教

区で働く司祭･修道者ご自

身の体験をきく

日時 ８/26(月)18:00〜19:30

(夜の部)･８/27 (火)

10:30〜12:00(昼の部)

お話 崔
チェ

周
ジュ

永
ヨン

神父(八尾教会･サ

クラ ファミリア施設長)

コレーン神父と学ぶ聖書◆

�主日のみ言葉に生かされ

る�日曜日の聖書と典礼の

福音書をテーマにして､共

に学び､分かち合う

日時 ９/９･10/７･11/11･

12/９(月)13:30〜15:

00(９〜12月開講)

サクラ ファミリア主催

◆個人同伴の霊操

日時 【５日間】

８/19(月)18:00〜８/23

(金)朝食･８/24(土)18:

00〜８/28(水)朝食

【10日間】

８/19(月)18: 00〜８

/28(水)朝食

担当 Sr.木村恭子(援助修道会)

田島かなめ(信徒CLC会員)

参加費 【５日間】￥40,000

【10日間】￥74,000



問 宝塚黙想の家

☎0797-84-3111
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和田幹男神父◆聖書研究講

座�主のしもべ イエス�

日時 ８/21(水)10:30〜12:00



和田幹男神父◆新約聖書ギ

リシア語(初級)

日時 ８/19(月)･８/26(月)

17:00〜18:30

祈りのよる◆灯りをかこみ、

ともに祈る静かな時間を

日時 毎月17日19:00〜19:30

問 サクラ ファミリア

☎06-6225-8871

f.sacra@ostk.catholic.jp

場所 大阪YCWセンター

(またはZoom)

問 レネ神父・水元

☎072-232-8063

osakaycw@gmail.com

HPhttp://www.ycw.jp/

要約筆記グループ“エッファタ！”

練習会◆教区ミサに要約筆記(文

字表示)をつけるボランティア

対象 要約筆記に関心のある方｡

日時 第２(水)13:00〜15:00

８月はお休み

場所 教区本部事務局

１階会議室

問 障がい者委員会

dis@ostk.catholic.jp

精神･発達症(障害)者自助

グループ◆オリーブの集い

守秘義務と分かち合い

いつ来てもウェルカム

当日キャンセルOK

日時 第３(日)14:00〜16:00

８月はお休み

場所 姫里集会所

参加費 無料(12月のクリス

マス会だけ実費)

申込 吉
よし

川
かわ

まで

問 ☎Ⓕ078-583-2525

yassan.yoshikawa@nifty.com

カ障連大阪フレンドリー

◆点字部の勉強会

対象 パソコン点訳に関心

のある方、視覚障が

い者の情報共有に関

心のある方

日時 第２(火)13:30〜15:00

８月はお休み

場所 姫里集会所(奇数月)

北須磨教会(偶数月)

申込 笠松まで

問 ☎090-5661-4324

Ⓕ072-722-0271
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宝塚黙想の家

黙 想 会

【お詫び】
７月号２面2024年度小教区ブロッ

ク司牧人事表より掲載が洩れていま

した。

・枚方教会Fr.フリオトーレス(協

力)・玉造教会Sr.ユーン･ティ･ビ

ック･リュウ

・松山教会Fr.レチョン・道後教会

Fr. アルベルト/Fr.ファン・マヌ

エル(ブロック協力)

７月号７面�津田季穂(オブレー

ト会修道士)とその弟子雑賀公秀�

の記事に誤りがありました。

▷１段目の左から６、７行目

誤�特に鳴門では彼を囲む集いが

巡回教会で行われ�

正�特に鳴門では彼を囲む集いが

巡回教会へと発展し�

▷津田季穂の写真説明上から４行目

誤�日本美術院解散後｣

正�所属していた日本美術院洋画

部解散後�

関係者の皆さまにお詫びし訂正い

たします。 (広報委員会)

隻眼の画家・カトリック修

道士 津田季
すえ

穂
お

展

日時 ９/12(木)〜９/16(月)

10:00〜18:00(最終日17:00)

場所 ギャラリーM＆M

徳島市南新町1-12-2

☎088-655-3711

入場料 無料

主催 ベニウズ

大阪JOC◆働き方や生き方

について現状から共に考える

15〜35歳までの若者の集い

日時 第４(土)14:00〜16:00

８月はお休み

集 い

ホスピス・糖尿病内科
リハビリ・神経内科
肝臓内科・循環器内科

理事長　前田万葉 大司教
チャプレン　松本信愛 神父


